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平成１８年第２回志賀町議会定例会会議録 

 平成１８年６月３０日、第２回志賀町議会定例会を志賀町役場議場に招集した。 

（午前１０時００分 開会） 

（出席議員） 

  １番  南   政 夫  １６番  大 根   明 

  ２番  橘   照 茂  １７番  戸 坂 忠寸計 

  ３番  下 池 外巳造  １８番  小 田 芳 治 

  ４番  須 磨 隆 正  １９番  辻   武 美 

  ５番  越 後 敏 明  ２０番  久 木 拓 栄 

  ６番  田 中 正 文  ２１番  中 林 俊 雄 

  ７番  福 田 英 雄  ２２番  南   正 弘 

  ８番  寺 岡 真貴子  ２３番  木 村 正 男 

  ９番  冨 沢 軒 康  ２４番  山 本 辰 栄 

 １０番  堂 下 健 一  ２５番  泉     貢 

 １１番  松 島 信 夫  ２７番  吉 島 陸 男 

 １２番  桜 井 俊 一  ２８番  長谷川 勝 朗 

 １３番  林   一 夫  ２９番  竹 内 利 長 

 １４番  萬 上 俊 之  ３０番  角 花   進 

 １５番  松 浦 恒 義   

（欠席議員） 

 ２６番  稲 村 幸 雄 

（議案説明のため出席した者の職氏名） 

  町     長    細 川 義 雄 

  助     役    坪 野 高 志 

  助     役    綱 木 常 一 

  総 務 課 長    田 端 正 敏 

  富 来 支 所 長    二 見   博 

  企画財政課長    浜 崎 克 義 

  監 理 課 長    木 坂 孫 信 

  税 務 課 長    柴 田 一 廣 
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  住 民 課 長    田 村   実 

  子育て支援課長    宮 本 俊 一 

  健 康 福 祉 課    笹 川 門 治 

 生活安全課長参事    増 田 廣 樹 

  商工観光課長    山 崎 脩 平 

  農林水産課長    山 本 政 直 

  建 設 課 長    田 中 正 嗣 

  上下水道課長    横 川 外 治 

  富来病院事務長    古 川 吉 亮 

  会 計 課 長    金 谷 昭 一 

教  育  長    青 山 源 隆 

  学校教育課長    細 川 幸 男 

  生涯学習課長    中 田 政 光 

（職務のために出席した者の職氏名） 

議会事務局長     新 木 利 夫 

書    記     西   清 孝 

書    記     池 端 久 幸 

（議事日程） 

日 程第１  会期の決定 

日程第２  会議録署名議員の指名 

日程第３  諸般の報告 

日程第４  町長提出 報告第４号ないし第１７号並びに 

            議案第９１号ないし第１１２号 

       （提案理由説明） 

日程第５  町長提出 議案第９２号及び議案第９６号ないし第９８号 

       （質疑、委員会付託、討論、採決） 

 

（ 開 会 ・ 開 議 ） 

小田 芳治議長 ただ今の出席議員は２９名であります。 

稲村議員より遅刻の旨の通知がございましたので、ご報告いたします。 
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定足数に達しておりますので、ただ今から平成１８年第２回志賀町議

会定例会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配布のとおりであります。 

 

日程第１．会 期 の 決 定 

小田 芳治議長 日程に入り、会期の決定を行います。 

お諮りいたします。 

本定例会の会期は、本日から７月１２日までの１３日間といたしたいと

思います。 

これに、ご異議ありませんか。 

(異議なしの声多数あり、異議を唱えるものなし) 

小田 芳治議長 ご異議なしと認めます 

        よって、本定例会の会期は、本日から７月１２日までの１３日間と決定

いたしました。 

 

日程第２．会 議 録 署 名 議 員 の 指 名 

小田 芳治議長 次に、会議録署名議員の指名を行います。 

本定例会の会議録署名議員に 

１３番 林  一夫 君、 

１４番 萬上 俊之 君を指名いたします。 

 

日程第３．諸 般 の 報 告 

小田 芳治議長 続いて、諸般の報告を行います。 

        諸般の報告は、お手元に配布のとおりであります。 

        諸般の報告を終わります。 

 

日程第４．町長提出 報告第４号ないし第１７号並びに 

議案第９１号ないし第１１２号 

（提 案 理 由 説 明） 

小田 芳治議長 次に、本日町長から提出のありました、報告第４号ないし第１７号並び
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に、議案第９１号ないし第１１２号に対する提案理由の説明を求めます。 

細川町長。 

細川 義雄町長 はい、議長。 

        本日ここに、平成１８年第２回志賀町議会定例会を招集申し上げました

ところ、議員の皆様方におかれましては、公私とも御多用の折りにもかか

わりませず御応招を賜り、厚くお礼申し上げます。 

去る５月から、私は体調を崩し、医者の勧め等もありまして、５月２４

日から、食道ポリープの切除手術のために東京都内の病院に入院し、２５

日には６時間余りの手術を受けました。手術は成功し、術後の経過も良く、

本月９日には退院し、１８日まで療養に専念致しておりましたが、１９日

には公務に復帰させていただきました。今後とも、職責全うのために尽く

してまいりたいと思いますので、議会の皆様の御理解と御支援の程よろし

くお願い申し上げます。 

議会の皆様には、第２回議会定例会日程を例年よりも遅く開会とさせて

いただいたことなど、町政執行及び議会運営に大変な御迷惑と御心配をお

掛けしたことを申し訳なく思っております。今後は、会議や公式行事を優

先しながら徐々に体を慣らしていき、一日でも早く元通りになりたいと

思っているところであります。 

さて、新「志賀町」として初めての町政懇談会を５月１３日から６月 

３日にかけての開催を予定しておりましたが、富来地域の町政懇談会が、

先月２３日の熊野地区を最後に一通り終了したところであります。限られ

た期間、時間の中で、各地区の皆様からは、まちづくりに対する建設的な 

御要望、貴重な御意見を拝聴させていただきました。合併新町に対する 

町民の熱い思いと期待の表れと認識したところであります。 

志賀地域の皆様には誠に申し訳ありませんが、今暫くお待ちいただきた

いと思います。 

次に、志賀原子力発電所についてでありますが、去る３月２４日に金沢

地方裁判所で２号機に係る運転差し止めの判決があり、３月２７日に北陸

電力は控訴しております。営業運転中の原子力発電所に対する今回の判決

は、全国初めてのことであり、原子力発電所は国の安全審査において安全

 －４－



性は充分に担保されているものと確信しており、判決については重大な関

心を持って受け止めているところであります。 

また、４月２８日には、国の原子力安全委員会の耐震指針検討分科会に

おいて、「耐震設計指針の改訂に関する調査審議の報告書」の案が取りま

とめられましたので、原子力安全委員会と原子力安全・保安院に対して、

耐震設計指針の早期改訂とその指針に基づく志賀原子力発電所に対する安

全性の再評価の実施を強く申し入れたところであります。 

町としても、国の耐震指針検討分科会の審議を踏まえた状況については、

東京から国の原子力安全審査を担当している部署の方に来ていただき、議

会の皆様方に説明の機会を作りたいと考えておりますのでよろしくお願い

致します。 

さて、本定例会に御提案いたします案件は、報告１４件、議案２２件の

合わせて３６件であります。以下その大要につきまして御説明申し上げま

す。 

 報告第４号ないし報告第１２号は、平成１７年度の各会計に係る事業費

の確定及び精算等に伴う補正予算であり、３月３１日付をもって専決処分

いたしましたので、議会に報告し、承認を求めるものであります。 

まず、報告第４号、平成１７年度志賀町一般会計補正予算（第４号）に

ついては、歳入歳出予算からそれぞれ１億４，１５８万７千円を減額し、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ１２０億７，１３１万５千円とするととも

に、繰越明許費及び地方債の補正を行ったものであります。 

        次に、報告第５号、平成１７年度志賀町国民健康保険特別会計補正予算

（第３号）については、歳入歳出予算にそれぞれ７，２９８万円を追加し、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ１７億４，０５０万１千円としたものであ

ります。 

        報告第６号、平成１７年度志賀町老人保健特別会計補正予算（第２号）

については、歳入歳出予算からそれぞれ９，３２１万２千円を減額し、歳

入歳出予算の総額をそれぞれ２０億３，２５８万１千円としたものであり

ます。 

        報告第７号、平成１７年度志賀町農業集落排水事業特別会計補正予算
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（第３号）については、歳入歳出予算からそれぞれ８３０万１千円を減額

し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ５億７，６０９万３千円としたもので

あります。 

   報告第８号、平成１７年度志賀町公共下水道事業特別会計補正予算（第  

３号）については、歳入歳出予算からそれぞれ２，３３５万７千円を減額

し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１１億１，８７７万３千円としたもの

であります。 

        報告第９号、平成１７年度志賀町地域し尿処理施設整備事業特別会計補

正予算（第２号）については、歳入歳出予算からそれぞれ４８０万４千円

を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１億６，２４６万６千円とした

ものであります。 

        報告第１０号、平成１７年度志賀町介護保険特別会計補正予算（第３

号）については、保険事業勘定において、歳入歳出予算からそれぞれ  

７，９８９万８千円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１４億  

８，８２１万９千円とし、介護サービス事業勘定では、歳入歳出予算から

それぞれ１３４万５千円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ４８０

万２千円としたものであります。 

       報告第１１号、平成１７年度志賀町立診療所事業特別会計補正予算

（第２号）については、歳入歳出予算からそれぞれ８４４万６千円を減額

し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３，４７０万４千円としたものであり

ます。 

       報告第１２号、平成１７年度志賀町簡易水道事業特別会計補正予算

（第１号）については、歳入歳出予算からそれぞれ４１万２千円を減額し、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ１，５３０万７千円としたものであります。 

       次に、報告第１３号ないし報告第１６号は、法令等の改正に伴う条例

の一部改正であり、４月１日付をもって専決処分いたしましたので、議会

に報告し、承認を求めるものであります。 

報告第１３号、志賀町非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一

部を改正する条例については、国家公務員災害補償法及び地方公務員災害

補償法の改正に伴う所要の改正を行うものであり、通勤の範囲及び障害の
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等級に係る規定の改正であります。 

報告第１４号、志賀町税条例の一部を改正する条例については、地方税

法等の改正に伴う所要の改正を行うものであり、内容につきましては、 

個人町民税の所得割税率の見直し、定率減税の廃止、平成１８年度固定資

産の評価替えに伴う土地に係る固定資産税の負担調整、地方たばこ税の税

率引き上げなどであります。 

報告第１５号、志賀町国民健康保険税条例の一部を改正する条例につい

ても、地方税法等の改正に伴う所要の改正を行うものであり、主なものは、 

平成１８年度から実施の個人住民税の公的年金控除の見直し、老年者控除

の廃止に伴う激変緩和措置であります。 

報告第１６号、志賀町都市計画税条例の一部を改正する条例についても、 

地方税法等の改正に伴う所要の改正を行うものであり、平成１８年度固定

資産の評価替えに伴う土地に係る固定資産税の負担調整であります。 

続きまして、報告第１７号、平成１８年度志賀町一般会計補正予算（第  

１号）については、平成１７年度において統合中学校体育館建設に係る電

源立地地域対策交付金が未収となったため、決算見込に係る実質収支不足

額の補てん財源として、平成１８年度予算に繰上充用金を措置させていた

だいたものであり、歳入歳出にそれぞれ５億９，８３９万９千円を追加し、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ１４７億３，８３９万９千円としたもので、

５月３１日付をもって専決処分いたしましたので、議会に報告し、承認を

求めるものであります。 

次に議案第９１号、平成１８年度志賀町一般会計補正予算（第２号）に

ついては、歳入歳出予算にそれぞれ６，６９０万円を追加し、歳入歳出予

算の総額をそれぞれ１４８億５２９万９千円とするものであります。 

内容につきましては、歳出の災害復旧費に赤崎漁港海岸護岸施設の冬期風

浪被災に係る災害復旧事業で６，６９０万円を計上し、財源として国庫補

助金で４，４６０万円、町債で２，２３０万円を措置し、また、９月から

の学校給食共同調理場統合に向けての電気釜の増設を行うため、４２６万

円について予備費から予算の組み替えを行うものであります。 

議案第９２号、平成１８年度志賀町立診療所事業特別会計補正予算（第  
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１号）については、歳入歳出それぞれ５，３０５万７千円を追加し、歳入

歳出予算の総額をそれぞれ８，１５５万９千円とするものであります。 

歳出では、志賀クリニックに院長及び副院長を配置することに伴う人件費

等の所要の経費の計上であり、歳入で、外来費収入、受託費収入等を充て

ております。 

議案第９３号、平成１８年度志賀町立富来病院事業会計補正予算（第 

１号）については、医療情報システムの更新を行うものであり、資本的支

出の建設改良費で１億５，０６７万５千円を追加し、資本的収入の企業債

で１億５，０００万円を追加するものであります。 

        議案第９４号、志賀町長期継続契約を締結することができる契約を定め

る条例については、地方自治法及び同法施行令の改正により、従来、債務

負担行為により措置すべきでありました契約について、条例で規定するこ

とにより長期継続契約が可能となったことから、契約の対象及び期間を定

め、条例を制定するものであります。 

議案第９５号、志賀町地域振興拠点施設基金条例については、アクア

パーク シ・オンの改修及び設備の維持管理に要する経費に充当するため

の基金を創設するものであります。 

        議案第９６号、志賀町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改

正する条例については、国の人事院規則の改正に伴い、これまでの午前、

午後の各１５分の休息時間を廃止し、お昼の休憩時間４５分を１時間とす

るもので、これにより、通常勤務の時間を午前８時３０分から午後５時 

３０分までとし、７月１日から適用するものであります。 

なお、交代制勤務等の職員については、従前のとおりであります。 

        議案第９７号、志賀町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正す

る条例については、志賀クリニックの院長及び副院長の配置に伴い、医療

調査研究手当の支給額の見直しを行うものであります。 

医療調査研究手当につきましては、院長の額を給料月額の１００分の３０

から１００分の５０に改め、また、新たに副院長について、経験年数に応

じて １００分の３０又は、１００分の２５以内とするものであります。 

議案第９８号は、志賀町デイサービスセンターの指定管理者の指定につ
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いてであります。 

去る６月２０日に竣工式を挙行させていただきました志賀町デイサービス

センターの管理について、期間を平成１８年７月１日から平成２４年３月

３１日までと定め、社会福祉法人 はまなす会 を指定管理者に指定するも

のであります。 

議案第９９号ないし議案第１０３号は、町道路線の認定についてであり

ます。 

        議案第９９号は、町道第４０７８号、尊保線の延長２，０７０ｍ、議案

第１００号は、町道第４０７９号、尊保山田線の延長７３０ｍ、議案第 

１０１号は、町道第４０８０号、和田雛
ひな

谷
たに

線の延長１，０７０ｍ、議案

第１０２号は、町道第１０３７号、領家住宅１号線の延長１５０ｍ、議案

第１０３号は、町道第８５４号、坪野滝谷線の延長４００ｍであります。 

議案第１０４号及び議案第１０５号は、旧志賀町の平成１７年第３回

臨時会において議決をいただきました「工事請負契約の締結について」の

議決の一部変更についてであり、志賀町立統合中学校建設工事のうち、校

舎棟に係る請負契約の変更であります。 

議案第１０４号は、校舎棟建築工事について、身体障害者対応のため

の自動ドアへの変更、壁面の汚れ防止塗料の追加等を行いたく、当初、大

成・治山社 特定建設工事共同企業体 代表者 大成建設株式会社 北陸事業

所 所長 西田幸雄、構成員 株式会社 治山社 代表取締役 奥田外世雄と、

１８億７５万円で請負契約を締結いたしましたが、請負金額を１，４７０

万円増額し、変更後の契約金額を１８億１，５４５万円とするものであり

ます。 

  議案第１０５号は、校舎棟電気工事について、学校管理体制の強化を図

るため、ＰＨＳを併用した電話設備の導入を行いたく、当初、北陸電工・ 

桜井電気 特定建設工事共同企業体 代表者 北陸電気工事株式会社 志賀営

業所 所長 廣澤 衛、構成員 桜井電気工事株式会社 代表取締役 桜井英樹

と１億６，７４７万５千円で請負契約を締結いたしましたが、請負金額を  

７８６万４，５００円増額し、契約金額を１億７，５３３万９，５００円

とするものであります。 
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 議案第１０６号、財産の取得については、富来中学校コンピュータ教室

の機器４２台を新たに購入するもので、株式会社 石川コンピュータ・ 

センター 代表取締役社長 多田和雄と１，１４８万７千円で購入の契約を

締結するものであります。 

      議案第１０７号ないし議案第１１２号は、工事請負契約の締結につい

てであります。 

議案第１０７号は、公共下水道富来浄化センターの敷地造成、地盤改良

等を行うもので、石田工業株式会社 代表取締役 辻口光政と２億    

４，６７５万円で請負契約を締結するものであります。 

議案第１０８号は、統合中学校建設工事の建物附帯工事、駐輪場、正門、

中庭等の外構工事を行うもので、大和建設株式会社 代表取締役 池田征舟

と７，８７５万円で請負契約を締結するものであります。 

議案第１０９号は、町道第８０７号福野坪野連絡線の橋梁架け替え工事

を行うもので、松谷建設株式会社 代表取締役社長 小山昌男と７，０３５

万円で請負契約を締結するものであります。 

議案第１１０号は、公共下水道事業中央水処理センター前処理棟の  

土木・建築工事について、大和建設株式会社 代表取締役 池田征舟と  

５，３５５万円で請負契約を締結するものであります。 

議案第１１１号は、公共下水道事業中央水処理センター２系列目水処理

施設のオキシデーションディッチ及び最終沈殿池の土木工事で、南建設株

式会社 代表取締役 北 省一と１億３，１４６万円で請負契約を締結する

ものであります。 

最後に、議案第１１２号は、都市計画街路 福野神代線、今市橋の架け

替えに伴う仮橋の設置、現橋の撤去等を行うものであり、南建設株式会社 

代表取締役 北 省一と６，２３７万円で請負契約を締結するものであり

ます。 

なお、今回の談合情報の入札執行の件について、簡単に報告させていた

だきます。 

まず、今回の談合情報では、官製談合である旨指摘されましたけれど、全

く身に覚えのない指摘であり、私を始めとして助役、関係職員についても
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一切官製談合に関与してないことをこの場を借りて申し上げさせていただ

きます。さて、談合情報ですが６月１９日に新聞社の取材から判明いたし

ました。内容は官製談合で５件の工事で、落札者が決定している旨の情報

でありました。２２日に入札が迫る中、この情報内容では信憑性が判断で

きないため、とりあえず入札を執行しその結果をみて対応することといた

しました。 

入札の結果、指摘のあった工事すべて談合情報どおりの落札となりまし

たので、契約の締結を保留しまして公正入札調査委員会に対応を諮ること

といたしました。調査委員会では、調査の必要有りと判断して、業者の事

情聴取など行って参りました。調査の結果、談合の事実があったとの確認

が得られなかったと、そうした結論を出したわけでありますが、私もこの

結論を尊重して、落札業者との契約締結をし、議会に提案することに合意

をしたわけであります。 

どうか今回、町が取った対応について、ご理解を賜りますようお願い申

し上げる次第であります。 

なお、今回の談合情報にあたり志賀町が発注する工事等について、より

以上公正な競争入札が行われるよう入札業務の改善、改革、こういったこ

とを行って町民の期待にこたえていきたい。このようにも考えております

ので宜しくお願いを申し上げたいと思います。 

以上、報告１４件、議案２２件についての概要説明を終わらせていただ

きますが、詳細につきましては、議事の進行に従いまして、私又は関係職

員が説明にあたりますので、議員の皆様におかれましては、何とぞ慎重な

る御審議のうえ、適切なる御決議を賜りますようお願いを申し上げます。 

小田 芳治議長 説明を終わります。 

 

日程第５． 町長提出 議案第９２号及び議案第９６号ないし第９８号 

（質疑、委員会付託、討論、採決） 

小田 芳治議長 これより、町長から提出のあった議案のうち、第９２号及び第９６号な

いし第９８号に対する質疑を許します。 

        （発言なし） 
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小田 芳治議長 ご発言がありませんので、質疑なしと認めます。 

        お諮りいたします。 

        以上の各案につきましては、会議規則第３９条第２項の規定により、委

員会付託を省略いたしたいと思います。 

        これに、ご異議ございませんか。 

        （異議なしの声多数あり、異議を唱えるものなし） 

小田 芳治議長 ご異議なしと認めます。 

        よって、委員会付託は省略することに決しました。 

        これより、各案に対する討論に入ります。 

        （発言なし） 

小田 芳治議長 ご発言がありませんので、討論なしと認めます。 

        これより、採決いたします。 

        まず、町長提出 議案第９２号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することに、ご異議ありませんか。 

（異議なしの声多数あり、異議を唱えるものなし） 

小田 芳治議長 ご異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり、可決されました。 

次に、町長提出 議案第９６号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することに賛成諸君の起立を求めます。 

(起立 ２８名) 

小田 芳治議長 起立全員。 

よって、本案は原案のとおり、可決されました。 

        続いて、町長提出議案第９７号を採決いたします。 

        本案は、原案のとおり決することに、ご異議ありませんか。 

        （異議なしの声多数あり、異議を唱えるものなし） 

小田 芳治議長 ご異議なしと認めます。 

        よって、本案は原案のとおり、可決されました。 

        次に、町長提出議案第９８号を採決いたします。 

        本案は、原案のとおり決することに、ご異議ありませんか。 

        (異議なしの声多数あり、異議を唱えるものなし) 
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小田 芳治議長 ご異議なしと認めます。 

        よって、本案は原案のとおり、可決されました。 

 

（ 休 会 ） 

小田 芳治議長 続いて、休会の件について、お諮りいたします。 

        議案調査等のため、７月１日から４日までの４日間は、休会いたしたい

と思います。 

これに、ご異議ありませんか。 

（異議なしの声多数あり、異議を唱えるものなし） 

小田 芳治議長 ご異議なしと認めます。 

よって、7 月１日から４日までの４日間は、休会することに決しました。 

次回は、７月５日午前１０時から会議を開きます。 

本日は、これにて散会いたします。 

（午前１０時２９分 散会） 
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地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 
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議 長 報 告 

１．議長報告第９号 

 入札結果報告について 

  （平成１８年３月２８日  ８件） 

  （平成１８年４月１８日 １０件） 

  （平成１８年４月２７日  ５件） 

  （平成１８年５月１６日 １６件） 

  （平成１８年６月２２日 ２７件） 

  （平成１８年６月２７日 ２２件） 

 

２．議長報告第１０号 

例月出納検査の監査結果報告について 

  （平成１８年 ３月２４日実施分） 

  （平成１８年 ４月２４日実施分） 

  （平成１８年 ５月２５日実施分） 

  （平成１８年 ６月２６日実施分） 

 

３．議長報告第１１号 

 法人の経営状況について 

① 志賀町土地開発公社 

② 社団法人志賀町公共施設等管理公社 

③ 有限会社フローリィ 

④ 株式会社富来観光産業振興公社 

 

４．議長報告第１２号 

 繰越明許費計算書について 

 

５．議長報告第１３号 

 陳情について 

  ①無年金定住外国人の救済措置に関する要望書 


